
入院患者さんは、退院すると、地域に帰って一人の生活者となります。

今回のセミナーでは、主にがん患者さんに着目し、退院時に、どんな職種の方がどの

ような役割を果たすのかを学びます。それによって、薬剤師がすべきこと・できることが
見えてきます。講師には、元京都大学医学部附属病院 地域ネットワーク医療部・退院

調整看護師、現在は在宅ケア移行支援研究所代表の宇都宮宏子先生を迎えて講義

頂きます。グループワークにより、地域でのアクションプランも作成する予定です。

「がん患者さんが地域に帰っていく際の注意点は？」 「薬の使い方、患者さん・他職
種との関わり方はどうすべき？」 そんな疑問や不安を持つ方にお勧めのセミナーです。

目の前の患者様のために、地域で多職種連携ができる薬剤師を目指しましょう。

地域医療薬局学講座セミナー

■薬剤師の方には（財）日本薬剤師研修センター研修受講シール２単位授与させて頂きます。

第3回 退院、そして在宅療養へ ～がん患者さんと共に～

受付 13：30～

6月24日（日）14：00～17：00

名城大学 名駅サテライト（MSAT) 多目的室
JR東海「名古屋」駅から、
ユニモール地下街4番出口を出てすぐ
〒450-0002 名古屋市中村区名駅3-26-8
名古屋駅前桜通ビル13階 TEL(052)-551-1666

宇都宮 宏子 在宅ケア移行支援研究所代表

当間 麻子 一般社団法人在宅医療推進会 訪問看護ステーション こあ

無料

座長：鍋島俊隆（NPO法人医薬品適正使用推進機構理事長、名城大学特任教授）

主催：名城大学薬学部地域医療薬局学講座
共催：NPO法人医薬品適正使用推進機構

薬剤師以外の地域医療従事者のご参加も大歓迎です。

来月のセミナー予定
7/22(日) 第4回 地域医療連携

講師 : あおぞら診療所 医師 川越正平先生

全館空調のため、部屋毎の個別温度調節ができません。温度調節のできる服装でご来場ください。


